
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

伊里前小学校で音楽＆絵本読み芝居コンサート 

 伊里前小学校で 10 月 28 日、「音楽＆絵本読み芝

居コンサート」が開かれました。多目的室で行われ

たコンサートには大阪と九州のピアニストとヴァ

イオリニストが出演し、バッハの「Ｇ線上のアリア」

やモンティの「チャルダッシュ」などを披露。札幌

の読み芝居のグループ「わおん」のメンバーが「ね

このピート」や「くつやさんと 10 にんのこびと」

などの絵本を歌いながら読み進む「読み芝居」を演

じると、児童たちは本の世界に引き込まれました。 

温かい気持ちが芽生えるような音楽コンサートで

した。 
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一般社団法人 復興みなさん会 

 
復興みなさん会は平成２３年１０月から、南三陸町内で東日本大震災の復興支援を継続しています。 

町内外の皆さまに当会の活動の内容をご理解いただくとともに、復興の最新情報をお伝えすることで、

共に地域の再建への道を歩んでいただけるよう『南三陸復興まちづくり通信』を毎月発行しています。 
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歌津大橋の工事完成！ 住民対象の見学会開催 

 震災からの復旧が進められている歌津伊里前地区

の国道 45 号線の工事のうち、歌津大橋の工事が完成

し 10月 26 日、地域住民を対象にした現場見学会が行

われました。新しい橋は全長 113 ㍍、総幅員 14.5 ㍍、

主構造の重量は約 1,092 ㌧で、下流側に幅 3.5 ㍍の歩

道が設けられました。今後は橋に接続する周辺道路の

敷設工事が残されていますが、現在、橋から「ハマー

レ歌津」商店街につながる道路の路体盛土工事が着々

と進んでおり、早期の完成が待たれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

韮の浜・寄木地区が合同でグラウンドゴルフ大会 

 韮の浜、寄木両行政区主催の「合同グラウンドゴ

ルフ大会」が 10 月 14 日、韮の浜運動公園で開催さ

れました。台風 19 号の接近で日程を 1 日ずらした結

果、好天に恵まれ、子どもから大人まで約 50 人が参

加。地区ごとに班を作り、秋空の下でコースを回り

スコアを競いました。大会終了後は、それぞれの地

区に分かれて芋煮会を開催し、会食をしながら親睦

を深めました。寄木行政区の畠山幸男区長は「人数

が多いので賑やかに盛り上がって、楽しかった。来

年もまた、是非一緒にやりたい」と話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （音楽＆絵本読み芝居コンサートの様子＝多目的室） 

（伊里前川を渡る歌津大橋。奥はハマーレ歌津方面） 
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当会は今年度、みやぎ地域復興支援助成金（宮城県）、おらほのまちづくり支援事業補助金（南三陸町）、 

みやぎチャレンジプロジェクト助成金（宮城県共同募金会）の支援をいただき活動しています。 
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復興の先を見据え地域の未来を考えるフォーラム 

「とうほくＮＰＯフォーラム in 陸前高田 2019」が

11 月 27 日、陸前高田コミュニティホールで開催され

ました。同実行委員会が主催したもので岩手、宮城、

福島で活動する市民団体、行政、企業のメンバーなど

約 120 人が参加しました。オープニングセッションで

は神奈川県小田原市の加藤憲一市長が「持続可能な地

域の仕組み-ＮＰＯに期待される役割とは何か？-」を

テーマに講演。「地縁組織とＮＰＯのこれから」など 4

つの分科会で、今何をするべきかを討議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

る「東日本大震災特定課題」助成プロラムの助成対象

団体の中間報告会が９月 22 日、岩手県陸前高田市

で開催されました。会には宮城、岩手両県の助成団

体のメンバーなど約 30 人が出席。仙台、名取、大

崎、石巻、南三陸、陸前高田の 7 団体が、「復興公

営住宅などにおける良好なコミュニティづくり」を

テーマにそれぞれの活動について報告しました。 

 

椿のたね拾いツアーでふるさと巡り 

 復興みなさん会が主催する「椿のたねっこ拾いバス

ツアー」が 11 月 20 日、町内で行われ、志津川中央公

営住宅の入居者など 17人が参加しました。バスで志津

川上山八幡宮や袖浜の「北の恋人岬公園」、歌津館浜の

津龍院の近くの道路脇で椿のタネ拾いをしたほか、復

興みなさん会のメンバーの案内で、志津川と歌津の復

興状況を見て回りました。入谷ひころの里の「ばっか

り茶家」で昼食後、三陸道三滝堂ＩＣの「道の駅」を

見学しました。タネは絞って椿油にして、活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（復興みなさん会のメンバーが参加した分科会の様子） 

 

 

〒986-0751 宮城県本吉郡南三陸町志津川字上の山 26 

上山八幡宮 社務所内 minasan.msrk@gmail.com 

  

（「ひころの里」の庭で記念撮影をする参加者） 

モアイバスで気仙沼大島と陸前高田を見学！ 

 志津川地区の西復興公営住宅入居者と近隣の住民

が 11 月 8 日、モアイバスを利用して移動交流会を行

いました。復興みなさん会が主催したもので、住民 13

人が参加。みなさん会のメンバーのガイドで、気仙沼

大島と陸前高田を視察しました。大島では龍舞崎や亀

山の頂上からの眺望を満喫したほか、鶴亀大橋をバッ

クに記念撮影。陸前高田では国営の追悼・祈念施設や

津波伝承施設、奇跡の一本松などを見学しました。 
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